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2017 年 6 月 16 日 グループホーム 研修会を 実施しました。 

 

第一部は 外部講師による 腰痛予防と移乗技術の研修でした。 

 

 

 

アビリティーズ・ケアネット㈱金沢営業所 

永井正樹副所長が 講師となりパワー 

ポイントで 腰痛予防の講演があった。 

平均 要介護度 2.76 平均年齢 90.5 歳 

18 名の入居者さんを介護する職員が腰痛

の悩みを訴えることが多く、今回の研修を

企画した。 

職員 14 名が参加して、スライドボードの

有効な 使い方など 実習・指導を受け

た。 

 

 

適切な使い方、応用方法など 指導を受け 

職員が交代で 実習した。 

更に こんご 新たに 体に巻いて使う

ベルトや 入浴のため裸のとき巻く水用

ベルトの導入検討など 課題も話題とし

た。 

“適切に使いこなしていなかった。”部分も

あり、 “この研修は とても 良かった。” 

…… 坂井美喜子管理者談。 

 

第二部は 内部職員が講師となり 認知症の人の誤嚥性肺炎予防 の研修でした。 

 

あらかじめ資料を集め 学習した 3名  ＝ 阿閉冬乃主任、能登真澄介護福祉士、石原 

愛美介護職員が 講師となり発表しました。 

 

mailto:fukushinosato@kami1294.com
http://www.kami1294.com/


滑川市・行田公園 しょうぶ祭りへ ご案内など……グループホーム 6 月の日記帳より…… 

 

 

6 月 12 日遊園地側の駐車場から 東菖蒲園へ

降りました。すぐ 花が観られ喜ばれました。 

6月13日 近くの宮川こども園より年長児さん

の慰問訪問がありました。 

 

 

 

当 NPO法人のホームページの トップページ   最上欄  事業概要 をクリックすると 

次の情報が公開されています。 

公告情報 

定款 こちらからご覧いただけます 

貸借対照表 こちらからご覧いただけます 

活動計算書 こちらからご覧いただけます 

【当 認定 NPO かみいち福祉の里の 直近 3 年間の決算書類は 政府=内閣府の ホ

ームページに 公表されています。 NPO ホームページ|内閣府 → 認定 NPO → 富

山県 → かみいち福祉の里 を検索すると 貸借対照表等 が 掲載されています。】  

認定 NPO法人 2年目 パブリック サポート テスト  

平成 29年度も 目標を超えました。 

平成 29年 4月 1日 スタート 平成 29年 6月 28日現在実績 ご寄附金額 

平成 29年度 目標 100先 

    103 先 

628,415円 

別に 理事、監事からの寄附         5先            390,000円があります。 

御支援・ご協力ありがとうございます。 

【認定 NPO】は 特定非営利活動促進法に基づき運用され、寄付金優遇税制が適用されています。現在 富山県内

にある NP法人 364社のうち 当社を含む 2社だけが認定されています。 
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http://www.kami1294.com/pdf/teikan_new.pdf
http://www.kami1294.com/pdf/koukoku/taishaku.pdf
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医療介護が 雇用の中で占める位置……急伸して第 3位に。 

(以下は 日本認知症グループホーム協会機関誌 2017.5—6月号 2ページ より。 

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 唐沢 剛地方創生総括官が 執筆されているものを要約しました。) 

 

平成 27年の国勢調査に基づく産業別就業者数 5900万人(100%)が公表されました。 

 

 第 1位  製造業  960万人  構成比 16.2% 平成 12年の 1200万人比 ▲240万人  

 第 2位 卸小売業 900万人  構成比 15.3% 平成 12年の 1140万人比 ▲240万人 

  第 3位 医療福祉 700万人   構成比 11.9%   平成 12年の 430万人比 +270万人 

                   ひとり大幅増加となっている。 

                   平成 12 年の構成比 6.8%が +5.1%と倍増に近い。 

     建設業  430万人         平成 12年の 630万人比 ▲200万人 

 

考察として ①このままでは就業者数が減少する。女性や高齢者就業参加促進が不可欠。 

       ②医療・福祉・介護の就業者数が 今後も増加。卸小売業や製造業を追い抜く

に違いない。 

と述べている。 

 

高齢化社会での 大きな変化 

 

同じ 機関誌6ページ より要約。認知症介護研究・研修東京センター 山口晴保・所長 談。 

 

『有料老人ホームと サービス付き高齢者住宅(以下 サ・高・住)が 雨後の竹の子のよう

に増えていることです。サ・高・住はもうグループホームの数を抜き、有料老人ホームは GH の 2

倍以上になっています。』 

対談者・河崎茂子・協会・会長は『グループホームの現場には、すでに大きな影響が出てい

る。』と述べている。 

 

 

 

 



平成 29年 第三者評価を受審しました。 

利用者家族等無記名アンケート集計表を掲載しました。 

設問により 回答文章毎に 多少の表現の違いがあります。 

問い NO.6の場合を例示しますと 1,よく見られる 2,ときどき見られる 3,ほとんど見ら

れない 4,わからない 

    

グループホームかみいち福祉の里 調査対象先数 18

有効回答先数 15

：件数

質　問　内　容 1 2 3 4

1 職員は、ご家族の困っていること、不安、求めていること等の話をよく聞いていますか？ 13 2

2
事業所でのご本人の暮らしぶりや健康状態、金銭管理、職員の異動等について、ご家族に報
告がありますか？

12 3

3
職員は、ご本人の介護計画をご家族にわかりやすく説明し、一緒に、内容に関する話し合い
をしていますか？

14 1

4 職員は、ご本人の思いや願い、要望等をわかってくれていると思いますか？ 11 4

5
職員は、ご家族やご本人のその時々の状況や要望に合わせて、柔軟な対応をしています
か？

12 3

6
事業所のサービスを利用することで、ご本人の生き生きとした表情や姿が見られるようになり
ましたか？

12 2

7 ご本人は、職員に支援されながら、戸外の行きたいところへ出かけていますか？ 3 6 1 5

8
事業所のサービスを受けていて、健康面や医療面、安全面について心配な点はないです
か？

8 6 1

9 通いの場やグループホームは、ご家族が気軽に訪ねて行きやすい雰囲気ですか？ 11 4

10 ご家族から見て、職員は生き生きと働いているように見えますか？ 13.5 1.5

11 ご家族から見て、ご本人は今のサービスに満足していると思いますか？ 15

12 ご家族は、今のサービスに満足していますか？ 10 5

● 利用されている事業所の良い点、優れている点など

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

●

・

・

・ 施設に比べ家庭的で職員にも良くしてもらっているが、利用料が1.5倍・・・。

・ 年々、利用料が上がっていくことが心配だ。

職員の皆さんが笑顔で頑張っているのを見るたびに感謝している。

利用者家族等アンケート集計表

利用されている事業所に改善して欲しい点、気になる点など

家庭的な雰囲気の中、職員も個々によく関わってくれ、本人と家族との信頼関係がしっかり持つ事ができている
と思う。体調や食事面も心配してたが、今は栄養面でも満たされているのがうれしい。

職員がいつもニコニコしていて、話しやすく感謝している。

職員は明るく親切で、適切に介護をしてくれる。毎月の通信に写真や本人の様子が詳しく記入され、良くわかりあ
りがたい。

自己中心的な本人が、職員の対応で少し落ち着いてきたようで助かっている。面倒を見る者がおらずホームの
方に任せている。

家庭的で明るい雰囲気が良い。

本人から不平不満を聞いたことがない。職員の方々に良くしてもらっている。

都度状況報告がある。共有空間から外への出入りが確認できる間取になっている。

いつ訪問しても職員は笑顔で明るい声で動いている。いつも本人がトイレに立つとそっと寄り添ってくれ感謝して
いる。

本人の様子を見ていると、職員の目が行き届いているのがわかる。住宅設備がきれいにされている。

入所者の高齢化や介護度の上り方が進んでくる中、職員不足にどう対処されているのか心配になる。

地震や水害などの自然災害や火事等により、避難する時の方法や避難場所等について聞いたことがなく、少々
不安。

 


	news166_1
	news166

